
2021 東京「障害」児教育研究集会 
 

１０月２３日（土） 
 
 

 

 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付１３時３０分 

開会１４時００分 

・ JR 線(有楽町・市ヶ谷・池袋)から地下鉄有楽町線
(江戸川橋駅) 2 番出口より徒歩 6 分 

・ JR 線(大手町・飯田橋・高田馬場)から 

地下鉄東西線(神楽坂駅)矢来町方面出口より 
徒歩 5 分 

主催：東京教組 都障労組  
（03）5276-1311  （03）3223-8616   

 報告と問題提起 

学校内外の現状と問題を通して、誰もが共に学べ

る教育・学校について考えていきます。 

 

①すきまの時間 

佐谷 修 （杉並・三谷小学校） 

②オリパラと特別支援学校 

木﨑 禎二（小平特別支援学校） 

③特別支援教室と特別支援学校（仮） 

 吉田 忠史（羽村特別支援学校） 

④ＧＩＧＡスクール構想の罪 

北村 小夜（障害児を普通学校へ全国連） 

丸子 勉 （子ども問題研究会） 

会場 ラポール日教済 
 

 東京「障害」児教育研究集会は 1982 年 3 月

に始まりました。この間、教職員の実践報告の

壁を越え、「障害」者・保護者、地域から「共

に生きる」実践と声が集う場ともなってきまし

た。そして今回 41回目の開催となります。 

記念講演も含めた通常の研究集会ができる

ことを期待してきましたが、コロナ禍は続き、

昨年度に続き午後の報告と協議のみの短縮し

た集会となります。 ご了承ください。 

 

 


